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1. 日露関係の黎明 

 
1. 日露の出会いアイヌ･モシリへの進出 
 

1.1. アイヌ人の土地（アイヌ・モシリ）だった千島列島（Кури́льские острова́）とサハリン（Сахали́н） 
Кури́льские острова́のКури́лの語源は、アイヌ語の「クルkur」（「ひと」の意）から来ている。 
千島列島はすべてアイヌ語地名地域。 
歯舞（ハボマイ）群島1＝ハポ（母）・マ（泳ぐ）・イ（ところ） 
水晶（スイショウ）島＝シィ（豊かな）・イソ（磯） 
秋勇留（アキユリ）島＝ア（私）・キロロ（高台）・モシリ（島） 

国後（クナシリ）島＝クンネ（黒いところ）・アン（ある）・シリ（島） 
択捉（エトロフ）島＝エト（鼻）・オロ（そのところ）・プ（盛り上がる） 

サハリン中部のポロナイスク（Порона́йск旧日本名：敷香シスカ）はサハリン最大の川、ポロナイ川河畔

にあるところからつけられた。ポロ（大きい）・ナイ（川） 
 

 
1.2. 日露の出会い 

1695/6年 大阪谷町筋の質屋「万久」の息子・伝兵衛、カムチャトカ（Камча́тка）に漂着。  
 
 
 
 

ｱﾄﾗｰｿﾌ 

1697年 アナディリ2（Ана́дырь）砦のカザーク隊長アトラーソフ（Влади́мир Васи́льевич 
Атла́сов, 1661?-1711）、カムチャトカ西岸イチャ（Ича）川のほとりで「礼儀正

しい」日本の漂着民デンベイ（伝兵衛）に出会い、彼をヤクーツク（Яку́цк）
に送る。 

1701年 デンベイ、モスクワに入る。 

                                                                 
1 ロシアの地理区分では、色丹島 О́стров Шикота́нおよび歯舞群島を合わせて小クリル諸島（Ма́лая Кури́льская гряда́）と言う。

歯舞群島は、多楽（タラク）島（О́стров Поло́нского）、水晶（スイショウ）島（О́стров Танфи́льева）、秋勇留（アキユリ）

島（О́стров Ану́чина）、勇留（ユリ）島（О́стров Ю́рий）、志発（シホツ）島（О́стров Зелёный）、春苅（ハルカリ）島（О́стров 
Дёмина）、貝殻（カイガラ）島（О́стров Сигна́льный）などからなるとされている。 

2 現、チュコトカ自治管区（Чуко́тский автоно́мный о́круг）の行政中心地（администрати́вный центр）。 
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1702年2月 ピョートル1世、デンベイに謁見し、日本語教育の実施を命ずる。 
1705年 デンベイ、（砲兵庁の）軍人子弟のための学校の日本語教師となる。 
1710年 日本の漂流民サニマ（Санима佐沼あるいは浅沼という姓？）、カムチャトカに漂着。 
1711-13年 サニマ、カザークのコズィレフスキー（Ива́н Петро́вич Козыре́вский, 1680-1734）による千島

列島北部2島の探検に同行。 
1729年 薩摩のソーザ（Содза惣左？35歳）とゴンザ（Гонза権佐？11歳）、カムチャトカに漂着。サ

ンクト・ペテルブルクへ移送。 
1733年 アンナ女帝、ソーザとゴンザに謁見。 
1736年 サンクト・ペテルブルクにソーザおよびゴンザを教師とする日本語学校が開校（「学校」と言

えるものかどうか疑問とする説もある）。 
この頃、ゴンザと科学アカデミー司書アンドレイ・ボグダーノフ（Андре́й Богда́нов、サ

ニマとロシア人女性との間にできた子との説があるが疑わしい）、露和辞典3（正確には露

薩辞典）と日本語（正確には薩摩弁）文法書を執筆。 
サンクト・ペテルブルクの日本語学校は1750年代にイルクーツク（Ирку́тск）に移設（1810

年頃まで存続）。 
1754年 松前藩、クナシリ島に「場所」（アイヌとの交易場）設置。 
1766年 日本語を解する貴族アンチーピン（Ива́н М. Анти́пин）とイルクーツクの商人シャバーリン

（Дми́трий Я. Шаба́лин）、ウルップ島を訪れ、アイヌと和解。 
1766～69年 カザークのイワン・チョールヌイ（Ива́н Чёрный）、ウルップ島、エトロフ島に至り、アイヌ

にヤサーク（毛皮税）を課す。チョールヌイの乱暴狼藉にアイヌの不満高まり、1769年にチ

ョールヌイが引き上げたあと、ロシア人がアイヌ人に襲撃され21人が殺害。 
1772年 日本との接触の模索始まる。 
1775年 幕府、千島列島、サハリンの探検開始（最上徳内ら）。 
1775年頃 対露反乱軍に加わりカムチャトカ流刑となったスロヴァキア人のベニョフスキー（Móric 

Beňovský）の反露情報、オランダ商館経由で流布。 
1778年 シャバーリン、根室で松前藩士に書簡を渡し交易を求める。 
1779年 シャバーリン、厚岸で松前藩代表と会うが、交渉進展せず。 
1781～3年 工藤兵助『赤蝦夷風説考』。ベニョフスキーをロシアと戦争したドイツ人で、オランダも反露

説で日本側を操作しようとしていると説く。 
1786年 ベニョフスキーの反露情報をオランダ商館経由で入手（1775年）した林子平、ロシアを強く

警戒すべきと説く『三国通覧図説』を著す。 
1787年 林子平『海国兵談』。 
1789年 クナシリ島でアイヌ人が反乱、松前藩が鎮圧。 

 
2. 日露開国交渉の始まり 
 

2.1. 大黒屋光太夫とキリル・ラックスマン 
1782年 伊勢国白子の回米船神昌丸の船頭、大黒屋光太夫ら乗組員16名、7ヶ月の漂

流の末、アレウト（アリューシャン）列島（Алеу́тские острова́）アムチトカ

島（О́стров Амчитка）に漂着。ロシア人に引き取られ、そこで4年間を過ご

す（7人死亡）。 

 
 
 
 
 
ｷﾘﾙ・ﾗｸｽﾏﾝ 

1787年 光太夫ら、船を建造、カムチャトカに渡り（そこで3名死亡）、カムチャトカ

長官に帰還を願い出る。 
1789年 光太夫、カムチャトカ長官の手紙を持ってイルクーツクの東シベリア総督に帰国を嘆願する

も、拒否される。光太夫、スウェーデン人の博物学者・化学者でペテルブルク大教授のキリ

ル・ラックスマン（Э́рик (Кири́лл) Густа́вович Ла́ксман / Eric (Erich) Laxman, 1737-96）に出会

う。 
1791年 キリル・ラックスマン、光太夫をペテルブルクに連れて行く。到着して 4 ヵ月後にエカチェ

                                                                 
3 現代語訳は、ゴンザ・村山七郎編『新スラブ語・日本語辞典』ナウカ、1985年。 
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リーナ 2 世に拝謁を許され、帰国が許可される。キリル・ラックスマンの子息の陸軍中尉ア

ダム･ラックスマン（Ада́м Кири́ллович (Э́рикович) Ла́ксман, I766–1796?）を通商使節として日

本に派遣する案が採用される（皇帝の親書ではなく、シベリア総督ピーリ（Ива́н Алфе́рович 
Пиль, ?-1801）の書簡を持って訪日すると決定）。 

1792年 使節一行と光太夫らオホーツクを出航し根室に入港 
1793年 アダム・ラックスマンの船、箱館に入港し、陸路で松前に入る。幕府代表石川将監、シベリ

ア総督ピーリの書簡受け取りを拒否し、長崎入港許可証を与える 
1794年 桂川甫周、光太夫からの聞き取り、『北槎聞略』（ほくさぶんりゃく）を出版4。岩波文庫とし

て1990年出版） 
大黒屋光太夫のシベリア横断 

 
2.2. レザーノフ使節と高田屋嘉兵衛 

1799年 レザーノフ（Никола́й Петро́вич Реза́нов, 1765-1807）露米会社設立（アラスカ、カリフォルニ

アへの毛皮商人の進出）。 
1802年 アレクサンドル1世、レザーノフの対中･対日交易の可能性を探る提案を許可。 
1804年 レザーノフ、皇帝の国書を持って長崎入港。 
1805年 交渉は失敗。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   レザーノフ           ゴロヴニン             リコルド                    高田屋嘉兵衛 

                                                                 
4 桂川甫周『北槎聞略』岩波書店、1990年。 
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1806～7年 レザーノフ、サハリンを襲撃。 
1811年 ディアナ号艦長ゴロヴニン少尉（Васи́лий Миха́йлович Головни́н, 1776-1831）、クナシリ島の

湾内で松前藩士に攻撃され、捕虜となる。 
1812年 副艦長リコルド（Пётр Ива́нович Рико́рд, 1776-1855）、高田屋嘉兵衛（1769-1827）の協力でゴ

ロヴニン釈放を勝ち取る。 
 

2.3. 皇帝アレクサンドル1世の1821年9月4日付（露歴）勅令第1条 
Сентября 4. Именный, данный Сенату. 
9月4日。元老院に提出された勅令。（中略） 
Постановление правил о пределах плавания и порядка приморских сношний вдоль берегов Восточной Сибири, 
Северо-Западной Америки и Осторовов Алеутских, Курильских и проч. 
東シベリア、北西アメリカ、ならびにアレウト（アリューシャン）列島および千島列島その他の沿岸の航行範

囲および沿岸交渉についての規則の決定。 
§1. Производство торговли китовой и рыбной ловли и всякой промышленности на островах, в портах и заливах и 
вообще по всему Северо-Западному берегу Америки, начиная от Берингова пролива до 51° Северной широты, 
также по островам Алеутским и по Восточному берегу Сибири; так как по островам Курильским, то есть начиная 
от того же Берингова пролива 
до Южного мыса острова 
Урупа, и именно до 45°50' 
Северной широты 
предоставляется в 
пользование единственно 
Российским подданным. 
第1条 ベーリング海峡から

北緯 51 度までのアメリカの

全北西岸、アリューシャン列

島、同じくベーリング海峡か

ら千島列島、すなわち北緯45
度 50 分までのウルップ島南

岬までのシベリア東岸の島々、

港、湾における捕鯨および漁

業の交易ならびにあらゆる狩

猟の実施は、もっぱらロシア

臣民の利用に供される。 
(Полное собрание законов 
Российской империи, т. 
ХХХVII, 1821 г., с. 904)（ロシ

ア帝国法令全集第37巻、1821
年、904ページ5） 
→当時のロシア帝国は、千

島列島の南端はウルップ島で

あり、国後島、択捉島は千島

列島に含めていないという解

釈が成り立つ。 

                                                                 
5 該当ページには904と付されているが、ロシア国立図書館の電子検索では、Полное собрание законов Российской империи, т. 
ХХХVIIの904ページではなく、824ページ（страница № 824）である（http://www.nlr.ru/e-res/law_r/show_page.php?page= 
824&root=1/37/ [2013/04/14アクセス]）。 


